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建
築
請
負
契
約
と
建
物
所
有
権
の
帰
属

　
’
は
し
が
ぎ

二
　
判
例
の
推
移

三
　
判
例
お
よ
び
学
説
の
検
討

四
　
ま
と
め

は
　
し
　
が
　
き

石

神

兼

文

　
建
物
の
建
築
請
負
に
お
い
て
、
請
負
人
が
建
物
を
完
成
し
た
場
合
、
そ
の
建
物
の
所
有
権
は
注
文
者
・
請
負
人
の
い
ず
れ
に
帰
属
す
る
か
と

い
う
間
題
に
つ
い
て
、
判
例
は
早
く
か
ら
、
請
負
材
料
の
供
給
者
を
基
準
と
し
て
（
請
負
人
か
注
文
者
か
）
判
断
す
る
と
い
う
見
解
を
と
っ
て

き
て
お
り
（
請
負
人
取
得
説
）
、
従
来
の
多
数
学
説
も
こ
の
判
例
の
結
論
を
支
持
し
て
き
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
結
論
の
理
論
的
根
拠
な

い
し
理
論
構
成
に
お
い
て
は
、
判
例
・
学
説
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
説
明
も
十
分
と
は
い
い
難
い
。
ま
た
実
際
の
請
負
取
引

に
お
い
て
こ
の
法
理
を
画
一
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
実
情
に
適
合
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
右
の
判
例
・
多
数
説
に
対
し
、
建
物
請
負

契
約
に
お
い
て
は
、
材
料
の
供
給
者
の
な
に
び
と
た
る
を
問
わ
ず
注
文
者
が
原
始
的
に
建
物
所
有
権
を
取
得
す
る
と
主
張
す
る
新
し
い
見
解

（
注
文
者
取
得
説
）
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
近
時
こ
の
立
場
を
と
る
学
説
が
増
え
つ
つ
あ
る
（
酷
源
「
編
鳩
講
鮮
描
附
筋
師
鮪
轍
嚇
晦
鵬
欄
粋
艘
魏
翫
駄
縣
凝
㍗
に
七
〇
顛

『
峰
娠
鞍
蠕
雛
蝉
編
棚
編
舘
聴
監
難
瀞
酢
塙
碩
総
淋
熱
壌
論
％
七
）

　
判
例
に
お
い
て
も
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
こ
の
見
解
に
接
近
す
る
傾
向
を
示
し
て
ぎ
て
い
る
が
、
最
高
裁
判
所
が
、
昭
和
四
四
年
九
月
一
二
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日
判
決
（
後
掲
〔
9
〕
）
に
引
続
き
最
近
の
昭
和
四
六
年
三
月
五
日
判
決
（
後
掲
〔
－
o
〕
）
に
お
い
て
、
実
質
的
に
は
近
時
の
注
文
者
原
始
取
得
説
に

沿
っ
た
と
評
し
う
る
見
解
を
示
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
四
四
年
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
、
ま
た
昭
和
四
六

年
最
高
裁
判
決
の
原
審
で
あ
る
東
京
高
判
昭
和
四
五
・
八
・
二
七
（
後
掲
〔
n
〕
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
吉
原
教
授
の
適
切
な
評
が
な
さ
れ
て

い
る
が
（
蝋
蝸
翻
糊
㈱
梱
剛
か
成
肥
…
票
齢
詫
劃
糊
鰭
群
町
配
腸
阜
、
一
、
一
頭
頁
）
、
そ
の
後
ま
た
本
年
三
月
の
最
高
裁
の
判
決
を
み
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
最
近
の

判
例
の
態
度
を
含
め
て
判
例
の
動
き
を
辿
り
、
そ
の
推
移
を
発
展
的
に
把
え
る
と
と
も
に
、
従
来
の
学
説
の
理
論
構
成
へ
の
批
判
検
討
を
加
え

な
が
ら
、
私
の
考
え
方
を
展
開
し
て
み
た
い
。

二
　
判

例
　
の
　
推
　
移

　
最
近
の
二
つ
の
最
高
裁
の
判
決
は
、
大
審
院
以
来
の
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
請
負
人
取
得
説
の
考
え
方
を
全
面
的
に
変
更
し
た
も
の
と
は
い
え

な
い
と
し
て
も
、
従
来
小
数
説
と
さ
れ
て
い
た
注
文
者
原
始
取
得
説
の
考
え
方
を
と
り
い
れ
た
、
あ
る
い
は
、
実
質
的
に
は
こ
の
説
に
傾
斜
し

て
き
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
判
例
が
、
古
く
か
ら
と
っ
て
い
た
計
負
人
取
得
説
の
画
一
的
立
場
か
ら
、
最
近
の
こ
の
よ
う

な
態
度
を
と
る
に
至
っ
た
推
移
の
論
理
を
、
「
所
有
権
の
帰
属
は
当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
き
め
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
」
と
す
る
筆
者
の
基
本

的
立
場
か
ら
把
え
る
と
き
、
判
例
の
動
き
を
つ
ぎ
の
三
期
の
過
程
に
分
け
て
み
る
こ
と
が
、
こ
の
間
題
を
理
解
す
る
も
つ
と
も
効
果
的
な
方
法

で
あ
ろ
う
。

　
1
第
一
期
　

大
判
明
治
三
七
・
六
．
二
二
か
ら
大
判
昭
和
】
八
・
七
・
二
〇
以
前
。
大
審
院
は
、
は
や
く
か
ら
、
請
負
に
お
け
る
完
成

目
的
物
の
所
有
権
の
帰
属
は
、
材
料
供
給
者
が
誰
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
す
る
考
え
方
を
と
り
、
こ
の
見
解
が
な
が
く
わ
が
国
の
判
例
を
支

配
し
、
ま
た
学
説
も
こ
の
理
論
に
疑
問
を
呈
せ
ず
ほ
と
ん
ど
無
批
判
的
に
同
調
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
（
イ
）
請
負
人
が
材
料
の
全
部
ま
た
は

主
要
部
分
を
提
供
し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
完
成
と
同
時
に
請
負
人
が
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
引
渡
に
よ
っ
て
注
文
者
に
そ
の
所
有

権
を
移
転
す
る
、
（
ロ
）
注
文
者
が
材
料
の
全
部
ま
た
は
主
要
部
分
を
提
供
し
た
場
合
に
は
完
成
建
物
の
所
有
権
は
注
文
者
に
帰
属
す
る
、
（
ハ
）
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特
約
に
よ
っ
て
（
イ
）
の
場
合
で
も
注
文
者
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。
こ
の
理
論
の
特
色
は
（
イ
）
の
場
合
の
判
断
で
あ
る
の
で
、

学
者
は
こ
の
第
一
期
の
判
例
の
見
解
を
請
負
人
取
得
説
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
（
イ
）
　
請
負
人
が
材
料
を
提
供
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
が
つ
ぎ
の
判
決
で
あ
る
。

　
　
〔
1
〕
　
大
判
明
三
七
・
六
・
二
二
（
民
録
一
〇
・
八
六
一
）
「
請
負
人
が
自
己
ノ
材
料
ヲ
以
テ
他
人
ノ
土
地
二
建
物
其
他
工
作
物
ヲ
設
ク
ル
請
負
ヲ
為
シ
タ

　
　
ル
場
合
二
於
テ
仕
事
ノ
結
果
其
材
料
ヲ
土
地
二
附
着
セ
シ
ム
ル
ヤ
否
ヤ
当
然
其
所
有
権
ガ
土
地
ノ
上
二
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
二
移
転
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
テ
建

　
物
又
ハ
工
作
物
ノ
所
有
権
ハ
之
ガ
引
渡
ヲ
要
シ
請
負
人
ヨ
リ
注
文
者
二
之
ヲ
引
渡
ス
ニ
因
リ
テ
始
メ
テ
移
転
ス
可
キ
コ
ト
ハ
民
法
第
六
百
三
十
七
条
第
一
項

　
　
二
目
的
物
ヲ
引
渡
シ
タ
ル
時
ヨ
リ
云
々
ト
ア
ル
ニ
依
ル
モ
明
瞭
ニ
シ
テ
…
…
…
…
…
」

　
　
〔
2
〕
　
大
判
大
三
・
二
丁
二
六
　
（
民
録
二
〇
・
二
一
〇
八
）
「
請
負
人
ガ
自
己
ノ
材
料
ヲ
以
テ
注
文
者
ノ
土
地
二
建
物
ヲ
築
造
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ

　
当
事
者
間
二
別
段
ノ
意
思
表
示
ナ
キ
限
リ
ハ
、
其
建
物
ノ
所
有
権
ハ
材
料
ヲ
土
地
二
附
着
セ
シ
ム
ル
ニ
従
ヒ
当
然
注
文
者
ノ
取
得
二
帰
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ

　
　
テ
、
請
負
人
ガ
建
物
ヲ
注
文
者
二
引
渡
シ
タ
ル
時
二
於
テ
始
メ
テ
注
文
者
二
移
転
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
是
レ
本
院
判
例
（
明
治
三
十
七
年
（
オ
）
第
二
八
六
号
同

　
年
六
月
二
十
二
日
判
決
）
ノ
示
ス
所
ナ
リ
。
蓋
此
場
合
二
於
テ
ハ
建
物
ハ
全
然
請
負
人
ノ
供
給
シ
タ
ル
材
料
及
ビ
労
力
二
因
リ
テ
成
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
係
リ
、

　
且
ツ
請
負
契
約
ノ
性
質
上
特
約
ナ
キ
限
リ
ハ
請
負
人
ハ
其
建
物
ヲ
注
文
者
二
引
渡
ス
ニ
非
ザ
レ
バ
債
務
完
了
セ
ズ
、
之
ヲ
引
渡
ス
ニ
因
リ
テ
始
メ
テ
債
務
完

　
了
シ
注
文
者
二
対
ス
ル
報
酬
支
払
ノ
請
求
権
発
生
ス
ベ
ク
、
尚
ホ
建
物
ヲ
引
渡
ス
マ
デ
ハ
之
二
関
ス
ル
危
険
ハ
請
負
人
ノ
負
担
二
属
シ
引
渡
二
因
リ
テ
始
メ

　
　
テ
注
文
者
ノ
負
担
二
帰
ス
ベ
キ
関
係
等
二
鑑
ミ
、
又
建
物
ハ
土
地
二
附
着
ス
ル
モ
独
立
シ
タ
ル
別
箇
ノ
不
動
産
ヲ
成
シ
其
土
地
ノ
従
ト
シ
テ
附
合
ス
ル
コ
ト

　
　
ヲ
認
メ
ザ
ル
我
法
制
二
照
シ
テ
考
フ
レ
バ
、
本
院
判
例
ノ
趣
旨
ハ
之
ヲ
是
認
ス
ル
ヲ
相
当
ト
シ
未
ダ
之
ヲ
変
更
ス
ベ
キ
理
由
ア
ル
ヲ
見
ズ
」

　
同
趣
旨
の
判
例
と
し
て
大
判
大
正
四
・
五
・
二
四
（
民
録
二
一
・
八
〇
三
）
、
大
判
昭
和
八
・
八
・
九
（
法
学
三
二
二
・
八
七
）
、
ま
た
下
級

審
判
例
と
し
て
大
阪
地
判
明
治
三
八
・
一
二
・
二
六
（
新
聞
二
三
六
・
九
）
、
東
京
地
判
大
正
五
・
五
・
三
（
新
聞
二
五
一
・
二
三
）
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

地
判
昭
和
七
・
二
・
七
（
評
論
㎝
二
民
法
一
〇
二
六
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
判
例
は
、
請
負
人
が
材
料
の
全
部
ま
た
は
主
要
部
分
を
供
給
す

る
場
合
に
は
、
特
約
の
な
い
限
り
完
成
建
物
の
所
有
権
は
請
負
人
が
一
旦
取
得
し
、
引
渡
し
に
よ
つ
て
注
文
者
に
移
転
す
る
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
法
典
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
民
法
六
三
三
条
お
よ
び
六
三
七
条
一
項
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
目
的
物
ノ
引
渡
」
と
い
う
文
言
で
あ
り
、
引
渡

し
に
よ
る
危
険
移
転
、
引
渡
し
に
よ
る
債
務
完
了
を
根
拠
と
し
て
所
有
権
の
移
転
を
理
由
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

一155一



判例研究

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
（
ロ
）
　
注
文
者
が
材
料
の
全
部
ま
た
は
主
要
部
分
を
供
給
す
る
場
合
に
は
、
完
成
建
物
の
所
有
権
は
特
約
の
な
い
限
り
原
始
的
に
注
文
者
に

帰
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
請
負
人
が
完
成
し
た
建
物
に
つ
い
て
保
存
登
記
し
て
も
、
そ
の
登
記
は
何
等
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

こ
の
主
旨
を
判
示
し
た
の
が
次
の
判
決
で
あ
る
。

　
　
〔
3
〕
　
大
判
昭
七
・
五
・
九
（
民
集
二
・
八
二
四
）
M
（
注
文
者
）
は
A
（
請
負
人
）
と
家
屋
建
築
の
請
負
契
約
を
諦
結
し
た
。
A
は
埴
の
供
給
し
た

　
材
料
で
七
分
通
り
竣
成
し
た
建
物
を
積
に
引
渡
し
た
が
、
そ
の
後
A
は
・
て
の
建
物
を
向
己
名
義
に
保
存
登
記
を
し
て
X
の
た
め
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
他
方

　
積
は
そ
の
家
屋
を
協
に
譲
渡
し
、
ぬ
は
こ
れ
を
取
り
こ
わ
し
て
第
三
者
に
売
却
し
た
の
で
、
X
は
抵
当
権
侵
害
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
請
求
。

　
　
　
「
請
負
契
約
二
基
キ
請
負
人
ガ
建
築
材
料
ノ
主
要
部
分
ヲ
供
シ
テ
建
物
ヲ
築
造
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
特
約
ナ
キ
限
リ
其
ノ
建
物
ノ
所
有
権
ハ
請
負
人
二
在
リ

　
　
テ
引
渡
二
依
リ
テ
始
メ
テ
注
文
者
二
帰
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
注
文
者
ガ
其
ノ
主
要
部
分
ヲ
供
給
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
特
約
ナ
キ
限
リ
其
ノ
建
物
ノ
所
有
権
ハ

　
当
然
原
始
的
二
注
文
者
二
帰
属
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
「
A
が
本
件
家
屋
二
付
自
己
ノ
所
有
ナ
リ
ト
シ
テ
村
役
場
二
之
ガ
届
出
ヲ
為
シ
且
ツ
其
ノ
保
存
登
記
ヲ
為

　
　
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
X
ガ
該
家
屋
ヲ
A
ノ
所
有
ナ
リ
ト
信
シ
善
意
無
過
失
ニ
テ
之
二
抵
当
権
ヲ
設
定
セ
シ
メ
タ
リ
ト
ス
ル
モ
該
家
屋
力
同
人
ノ
所
有
二
非
ル
コ
ト

　
原
審
認
定
ノ
如
ク
ナ
ル
以
上
ハ
X
ハ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
ル
由
ナ
キ
モ
ヵ
ト
ス
。
何
ト
ナ
レ
バ
不
動
産
二
付
キ
テ
ハ
民
法
一
九
二
条
ノ
如
キ
規
定
ナ
ケ
レ
バ

　
　
ナ
リ
。
」

　
な
お
、
請
負
人
が
材
料
を
捉
供
し
た
場
合
で
も
、
そ
れ
を
注
文
者
の
資
金
に
よ
っ
て
準
備
し
た
と
き
は
、
注
文
者
が
材
料
を
供
給
し
た
場
合

と
同
様
に
解
さ
れ
る
。
ま
た
注
文
者
が
請
負
人
に
材
料
調
達
の
代
金
を
交
付
し
た
場
合
も
学
説
で
は
同
じ
よ
う
に
解
し
て
い
る
（
峨
凄
⊥
飾
確
酪
幡
周

羅
舗
耀
卿
鹸
竃
餅
）
。

　
　
　
T
〕
　
大
判
昭
一
〇
・
一
一
・
六
（
法
学
五
・
四
・
一
五
）
「
原
審
認
定
ノ
趣
旨
ハ
被
上
告
人
力
訴
外
大
杉
弥
之
助
ノ
勧
誘
二
従
ヒ
予
テ
同
人
二
預
ケ
タ

　
　
ル
金
員
ヲ
以
テ
土
地
ヲ
買
取
リ
及
其
ノ
地
上
二
家
屋
ヲ
建
築
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
其
一
切
ヲ
弥
之
助
二
委
嘱
シ
、
弥
之
助
ハ
該
金
員
二
依
リ
被
上
告
人
ノ
為
メ

　
　
ニ
先
ヅ
土
地
ヲ
買
取
リ
次
デ
其
ノ
地
上
二
木
材
等
ヲ
提
供
ノ
上
訴
外
山
本
博
三
ヲ
シ
テ
本
件
建
物
ヲ
築
造
セ
シ
メ
タ
リ
ト
云
フ
ニ
在
リ
テ
、
畢
寛
右
弥
之
助

　
　
ハ
被
上
告
人
ノ
資
金
二
依
リ
建
築
材
料
ヲ
準
備
シ
之
ヲ
以
テ
右
博
三
ヲ
シ
テ
本
件
建
物
ヲ
築
造
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
二
、
此
ノ
建
築
ハ
被
上
告
人
二

　
　
於
テ
其
材
料
ヲ
供
シ
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
ク
、
従
テ
被
上
告
人
ト
弥
之
助
ト
ノ
契
約
関
係
ガ
請
負
ナ
ル
以
上
該
建
物
ノ
所
有
権
ハ
其
竣
工
卜

　
　
同
時
二
被
上
告
人
二
帰
属
ス
ベ
キ
筋
合
ナ
リ
ト
ス
」
。
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建築請負契約と建物所有権の帰属（石神）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
の
　
例
外
と
し
て
特
約
あ
る
場
合
。
判
例
の
基
本
原
則
は
、
品
負
人
が
建
築
材
料
を
提
供
し
て
完
成
し
た
建
物
は
、
一
旦
請
負
人
が
そ
の
所

有
権
を
取
得
し
、
引
渡
し
に
よ
っ
て
注
文
者
に
移
転
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
判
例
は
「
別
段
ノ
意
思
表
示
ナ
キ
限
リ
」
と

云
っ
て
お
り
（
〔
2
〕
）
、
引
渡
以
外
の
時
期
に
所
有
権
を
移
転
さ
せ
よ
う
と
の
特
約
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
判
決
は
、
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

負
代
金
の
支
払
に
あ
て
る
金
融
を
は
か
る
た
め
建
物
の
所
有
権
を
そ
の
完
成
前
に
注
文
者
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
特
約
が
あ
る
場
合
に
、
基
本

原
則
と
異
る
特
約
を
有
効
と
み
と
め
て
、
建
物
の
所
有
権
は
そ
の
引
渡
し
前
に
注
文
者
に
移
転
す
る
と
判
示
し
て
い
る
。

　
　
〔
5
〕
　
大
判
大
正
五
・
一
二
二
三
　
（
民
録
二
二
・
二
四
一
七
）
「
請
負
契
約
二
於
テ
請
負
人
ガ
材
料
ノ
全
部
ヲ
供
シ
テ
建
物
ヲ
築
造
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ

　
其
建
物
ノ
所
有
権
ハ
引
渡
二
依
リ
テ
注
文
者
二
帰
シ
請
負
人
ハ
仕
事
ヲ
完
成
シ
目
的
物
ノ
引
渡
ヲ
為
ス
迄
ハ
請
負
代
金
ノ
支
払
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル

　
　
ヲ
通
則
ト
ス
ル
モ
、
仕
事
ノ
完
成
二
先
チ
注
文
者
二
於
テ
請
負
代
金
ヲ
支
払
フ
コ
ト
ヲ
得
ベ
ク
請
負
人
モ
亦
仕
事
ノ
進
行
二
従
ヒ
之
ヲ
受
領
ス
ル
ヲ
便
益
ト

　
　
ス
ル
コ
ト
ア
リ
、
随
テ
請
負
代
金
ノ
支
払
二
充
ツ
ル
金
融
ヲ
計
ル
ガ
為
メ
建
物
ノ
所
有
権
ヲ
其
完
成
前
注
文
者
二
帰
セ
シ
ム
ル
必
要
ア
ル
ベ
ク
請
負
人
ガ
之

　
　
ヲ
承
諾
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
斯
ノ
如
キ
特
約
ヲ
為
ス
モ
毫
末
ノ
妨
ゲ
ナ
ク
、
此
場
合
二
於
テ
ハ
建
物
ノ
所
有
権
ハ
其
引
渡
以
前
注
文
者
二
移
転
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
同
趣
旨
の
判
決
と
し
て
、
東
京
地
判
大
正
二
・
二
一
・
五
（
評
論
二
民
法
＝
二
四
五
）
は
、
注
文
者
が
請
負
代
金
の
支
払
を
完
済
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

と
き
は
、
建
物
完
成
と
同
時
に
注
文
者
が
そ
の
所
有
権
を
原
始
的
に
取
得
す
る
と
い
う
特
約
を
有
効
と
認
め
て
い
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
一
期
に
お
け
る
判
例
は
、
請
負
に
お
い
て
完
成
建
物
の
所
有
権
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
材
料
の
提
供
者
を
基
準
と

す
る
請
負
入
取
得
説
を
と
っ
て
き
た
が
、
こ
の
一
期
に
お
い
て
判
例
の
傾
向
と
反
対
の
立
場
を
と
り
、
建
物
建
築
の
請
負
に
お
い
て
は
、
請
負

人
が
材
料
を
供
給
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
特
別
の
罫
情
が
な
い
限
り
建
物
は
で
き
る
に
し
た
が
っ
て
注
文
者
の
所
有
に
帰
属
す
る
と
解
す
る

特
異
な
↓
地
裁
判
決
が
あ
る
。

　
　
〔
6
〕
　
東
京
地
判
大
正
八
・
二
・
二
五
（
評
論
九
民
法
六
七
四
）
「
凡
ソ
建
物
ノ
建
築
請
負
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
請
負
人
ハ
其
敷
地
二
付
キ
建
物
所
有
ノ

　
為
メ
ノ
使
用
権
ヲ
有
セ
ザ
ル
ヲ
通
常
ト
シ
、
其
使
用
権
ヲ
有
セ
ザ
ル
者
ハ
該
地
上
二
適
法
二
建
物
ヲ
所
有
ス
ル
コ
ト
ル
得
ザ
ル
ハ
言
フ
ヲ
俊
タ
ザ
ル
所
ナ
ル

　
　
ノ
、
・
・
ナ
ラ
ズ
、
請
負
人
ガ
自
ラ
総
テ
ノ
建
築
材
料
ヲ
支
出
ス
ル
場
合
ト
雄
モ
、
請
負
人
ハ
自
ラ
其
建
物
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
請
負
ヲ
為
ス
ニ

　
非
ズ
シ
テ
、
専
ラ
注
文
者
二
其
所
有
権
ヲ
取
得
セ
シ
ム
ル
日
的
ヲ
以
テ
其
請
負
契
約
を
為
ス
ヲ
普
通
ト
ス
ベ
キ
カ
故
二
、
特
別
ノ
事
情
ナ
キ
限
リ
其
建
物
ハ
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判例研究

　
出
来
ス
ル
ニ
随
テ
注
文
者
ノ
所
有
二
帰
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
解
ス
ヲ
相
当
ト
ス
」
。

　
右
の
判
決
は
岡
村
裁
判
長
の
判
決
で
あ
っ
て
、
岡
村
博
士
は
そ
の
著
書
に
お
い
て
も
同
様
の
主
張
を
さ
れ
て
お
り
（
調
鯉
㌔
雌
鉱
讃
鰍
）
、
第
一
期

に
お
い
て
は
、
ま
こ
と
に
特
異
な
見
解
で
あ
り
、
後
の
注
文
者
原
始
取
得
説
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
は
こ
れ
に
続
く

判
決
も
み
ず
、
ま
た
こ
の
主
張
を
支
持
す
る
学
説
も
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
学
説
は
、
早
く
か
ら
多
く
の
学
者
が
第
一
期
の
判
例
の
理
論
に
同
調
し
て
ぎ
た
。
た
だ
そ
の
理
論
的
根
拠
な
い
し
理
論
構
成
に
お
い
て
は
後

で
述
べ
る
よ
う
に
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
建
物
の
建
築
請
負
に
お
い
て
は
、
請
負
の
目
的
た
る
完
成
建
物
は
終
局
的
に
は
注
文

者
の
所
有
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
注
文
者
が
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
注
文
者
が
原
始
的
に
所
有
権
を
取
得
す
る
（
ロ
）
の
場
合
は
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

は
な
い
と
し
て
も
、
請
負
人
が
材
料
の
全
部
ま
た
は
主
要
部
分
を
提
供
す
る
（
イ
）
の
場
合
に
は
、
請
負
人
に
一
旦
帰
属
し
た
建
物
の
所
有
権
を

注
文
者
へ
引
渡
す
こ
と
に
よ
る
移
転
行
為
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
学
説
は
、
こ
の
引
渡
に
よ
る
所
有
権
移
転
の
時
期
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

物
権
変
動
理
論
と
関
連
し
て
議
論
し
て
い
る
が
、
判
例
は
そ
の
こ
と
に
っ
い
て
は
特
別
に
問
題
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
請
負
人
が
材
料
を
提
供

し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
注
文
者
と
の
間
の
特
約
に
よ
っ
て
、
建
物
の
完
成
前
に
あ
る
い
は
完
成
と
同
時
に
注
文
者
に
所
有
権
を
帰
属
せ
し
め

る
こ
と
も
で
ぎ
る
の
で
あ
る
が
（
（
ハ
）
の
場
合
）
、
当
事
者
間
に
そ
の
よ
う
な
特
約
が
な
け
れ
ば
、
　
請
負
人
が
注
文
者
に
引
渡
さ
な
い
限
り
、

注
文
者
は
完
成
し
た
建
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
取
引
の
実
際
に
お
い
て
は
、
請
負
人
が
材
料
を
調
達
す
る
場
合
で
も
、
普
通
、
注
文
者
は
請
負
代
金
を
前
払
い
（
又
は
分
割
払

い
）
す
る
と
い
う
慣
行
が
一
般
的
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
完
成
建
物
の
所
有
権
に
つ
い
て
、
当
事
者
問
に
（
ハ
）
の
如
き
特

約
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
よ
う
に
請
負
代
金
の
支
払
い
が
な
さ
れ
て
お
り
、
請
負
人
に
は
そ
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
の

な
い
場
合
に
も
、
建
物
の
所
有
権
は
請
負
人
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
、
両
者
の
間
に
均
衡
が
と
れ
な
い
結
果
と
な
る
。
そ
こ
で
判
例

は
、
第
一
期
の
基
本
的
基
準
を
保
ち
つ
つ
、
つ
ぎ
の
第
二
期
の
理
論
構
成
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
事
者
の
意
思
に
重
き
を
置

こ
う
と
す
る
注
文
者
原
始
取
得
説
に
一
歩
通
ず
る
構
成
で
も
あ
る
。
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2
　
第
二
期
　
　
大
判
昭
和
一
八
・
七
・
二
〇
か
ら
最
高
判
昭
和
四
四
・
九
・
二
一
を
み
る
ま
で
。
注
文
者
が
、
建
物
成
完
前
に
請
負
代
金

の
全
額
ま
た
は
大
部
分
を
支
支
払
っ
た
と
き
に
は
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
工
事
完
成
止
同
時
に
建
築
建
物
を
注
文
者
の
所
有
に
帰
属
せ

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

し
む
べ
ぎ
暗
黙
の
合
意
が
あ
っ
た
も
の
と
推
認
す
る
。
し
た
が
っ
て
注
文
者
は
建
物
完
成
と
同
時
に
原
始
的
建
物
所
有
権
を
取
得
す
る
。
そ
の

先
駆
を
な
し
た
の
が
次
の
判
決
で
あ
る
。

建築請負契約と建物所有権の帰属（石神）

　
　
　
〔
7
〕
　
大
判
昭
一
八
・
七
・
二
〇
（
民
集
二
二
・
一
五
・
六
六
〇
）
X
は
Y
に
次
の
よ
う
な
条
件
で
A
の
土
地
上
に
家
屋
の
建
築
を
請
負
わ
せ
た
。
す
な

　
　
わ
ち
、
X
が
B
か
ら
譲
受
け
た
家
屋
を
取
り
股
し
こ
れ
を
材
料
の
一
部
と
し
て
Y
に
提
供
し
て
こ
れ
を
二
百
円
に
見
積
り
、
そ
の
他
の
材
料
と
労
務
↓
切
は

　
　
Y
の
負
担
と
し
、
請
負
代
金
は
X
の
提
供
し
た
材
料
を
合
わ
せ
て
千
四
百
円
と
定
め
、
千
二
百
円
を
X
か
ら
麦
払
う
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
そ
こ
で
X
は
Y

　
　
に
、
取
殿
し
材
料
と
数
同
に
分
け
て
計
千
二
百
一
四
円
を
支
払
つ
た
。
Y
は
家
屋
を
完
成
し
て
X
に
引
渡
し
た
。
そ
こ
で
X
は
X
名
義
の
建
築
届
の
提
出
を

　
Y
に
委
託
し
た
が
Y
は
こ
れ
を
履
行
し
な
い
で
、
自
分
の
子
C
名
義
の
建
築
届
を
提
出
し
て
C
名
義
で
所
有
権
の
保
存
登
記
を
し
た
。
そ
の
後
C
は
死
亡
し

　
　
て
Y
が
そ
の
遺
産
を
相
続
し
た
。
そ
こ
で
X
は
本
件
家
屋
の
所
有
権
を
主
張
し
、
登
記
原
因
の
無
効
を
理
由
に
抹
消
登
記
手
続
を
請
求
し
た
。

　
　
判
旨
「
然
レ
ド
モ
前
点
二
対
シ
説
明
シ
タ
ル
如
ク
、
原
判
決
ニ
ハ
本
件
建
物
引
渡
ノ
点
二
付
虚
無
ノ
証
拠
ニ
ョ
リ
之
ヲ
認
メ
タ
ル
違
法
ア
リ
ト
云
フ
ヲ
得

　
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
原
審
認
定
ノ
如
ク
本
件
建
物
建
築
ノ
請
負
契
約
二
於
テ
ハ
該
建
築
ノ
完
成
前
既
二
約
定
請
負
代
金
千
四
百
円
全
部
ノ
支
払
ヲ
完
了
シ
タ

　
　
ル
モ
ノ
ナ
ル
以
上
特
別
ノ
事
情
ナ
キ
限
リ
当
事
者
問
二
該
建
築
家
屋
ハ
工
事
完
成
ト
同
時
二
注
文
者
タ
ル
被
上
告
人
ノ
所
有
ト
ス
ベ
キ
暗
黙
ノ
合
意
ア
リ
タ

　
　
ル
モ
ノ
ト
推
認
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
原
判
決
ニ
ハ
所
論
ノ
如
キ
違
法
ナ
ク
論
旨
理
由
ナ
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
本
件
は
、
請
負
人
が
建
築
材
料
を
提
供
し
た
が
、
注
文
者
が
工
事
完
成
前
に
請
負
代
金
を
完
済
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
上
告
理
由
で
は
、

請
負
代
金
を
完
済
し
た
の
は
単
に
請
負
者
の
金
融
の
便
益
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
所
有
権
が
移
転
す
る
と
考
え
る
の
は

闇
違
っ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
建
築
材
料
の
提
供
の
態
容
に
よ
っ
て
決
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
、
判
決
は
、
「
特
別
ノ
事
情
ナ

キ
限
リ
」
工
事
完
成
前
に
請
負
代
金
が
完
済
さ
れ
て
お
れ
ば
工
事
の
完
成
と
同
時
に
家
屋
の
所
有
権
は
注
文
者
に
帰
属
す
る
と
い
う
「
暗
黙
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

合
意
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
推
認
ス
ル
」
と
い
っ
て
い
る
。
本
件
の
事
案
に
お
け
る
よ
う
に
、
注
文
者
が
請
負
代
金
の
支
払
を
完
了
し
て
い
る
の
に
、

請
負
人
が
、
注
文
者
を
害
す
る
意
図
を
も
っ
て
建
物
の
所
有
権
は
臼
分
に
あ
り
と
主
張
し
て
い
る
場
杏
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
第
一
期
の
判
例
法
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理
で
は
、
注
文
者
を
保
護
す
る
た
め
に
注
文
者
に
建
物
の
所
有
権
を
確
保
す
る
方
法
が
な
い
。
そ
こ
で
判
決
は
、
当
事
者
間
に
建
物
所
有
権
の

帰
属
に
つ
い
て
明
示
の
特
約
が
な
く
と
も
、
一
般
の
経
験
法
則
か
ら
、
請
負
代
金
の
支
払
の
事
実
を
建
物
所
有
権
移
転
の
意
思
の
徴
表
と
み
て
、

注
文
者
に
所
有
権
を
帰
属
す
べ
さ
暗
黙
の
合
意
H
特
約
が
あ
っ
た
も
の
と
推
認
す
る
と
の
法
律
構
成
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例

の
理
論
構
成
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
の
学
説
が
こ
れ
を
支
持
し
、
注
文
者
が
材
料
全
部
を
供
給
し
た
場
合
と
同
視
す
る
こ
と
に
よ
り
（
㈱
棚
論
戦

咽
廿
っ
坤
餅
）
、
あ
る
い
は
一
般
経
験
法
則
に
照
ら
し
て
妥
当
で
あ
る
と
し
て
（
翫
酬
勘
訳
嫡
舷
斯
九
）
、
ま
た
は
当
事
者
の
意
思
に
適
合
す
る
と
い
う
見
地
か

ら
面
腰
鹸
藺
簸
螺
】
キ
顛
）
、
賛
成
論
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
の
理
論
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
戦
後
の
下
級
審
判
例
に
引
継
が
れ
て
い
る
。

　
　
〔
8
〕
　
東
京
地
判
昭
和
三
四
、
一
、
、
一
七
（
下
級
民
集
一
〇
、
二
、
二
九
五
）
請
負
会
社
X
は
自
己
の
材
料
を
提
供
し
て
注
文
者
A
の
建
物
工
事
を
請
負

　
　
い
、
代
金
は
三
回
に
分
割
し
て
受
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
A
が
代
金
の
一
部
し
か
支
払
わ
な
い
の
で
X
は
工
事
を
未
完
成
の
ま
ま
中
止
し
た
。
そ
の
後

　
そ
の
未
完
成
建
物
は
Y
が
A
か
ら
買
受
け
工
事
を
完
成
し
Y
名
義
に
保
存
登
記
し
B
に
譲
渡
し
た
。
そ
こ
で
X
は
Y
と
3
に
対
し
本
件
建
物
の
所
有
権
確
認

　
と
、
Y
に
対
し
登
記
抹
消
を
、
B
に
対
し
て
建
物
の
明
渡
を
請
求
し
た
。

　
　
　
「
一
般
に
建
物
建
築
の
請
負
契
約
に
お
い
て
、
請
負
人
が
建
築
材
料
を
供
給
し
た
場
合
で
も
、
注
文
者
が
工
事
完
成
前
請
負
代
金
を
完
済
し
た
と
き
は
、

　
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
右
建
物
の
所
有
権
は
工
事
完
成
と
同
時
に
注
文
者
に
帰
属
す
べ
ぎ
暗
黙
の
合
意
が
あ
っ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
が
、
こ
の
理
は

　
請
負
人
が
工
事
を
未
完
成
の
ま
ま
中
止
し
た
場
合
で
も
、
同
様
の
も
の
と
解
す
べ
く
、
す
な
わ
ち
、
注
文
者
が
未
完
成
建
物
の
工
事
代
金
を
完
済
し
た
と
き

　
は
、
建
築
材
料
は
注
文
者
が
供
給
し
た
も
の
と
み
て
、
右
未
完
成
建
物
の
所
有
桁
は
工
事
中
止
と
同
時
に
注
文
者
に
帰
属
す
べ
き
暗
黙
の
合
意
が
あ
っ
た
も

　
の
と
推
認
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
…
…
（
と
こ
ろ
が
）
A
が
X
に
対
し
、
未
完
成
建
物
の
工
事
費
を
完
済
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
A
は

　
未
完
成
建
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
に
由
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
同
趣
旨
の
判
決
と
し
て
大
阪
地
判
昭
四
二
・
六
・
二
六
（
D
一
諭
α
景
瑚
節
翻
『
）
は
、
注
文
者
が
請
負
代
金
全
額
ま
た
は
そ
の
大
部
分
を
支
払
っ
た

ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

と
き
に
は
、
当
事
者
間
に
お
い
て
建
物
完
成
と
同
時
に
注
文
者
に
原
始
的
に
所
有
権
を
取
得
す
る
旨
の
暗
黙
の
合
意
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と

推
認
す
べ
き
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
判
示
す
る
。

　
も
っ
と
も
こ
の
間
に
お
い
て
、
東
京
地
判
昭
和
四
〇
・
九
・
『
八
（
荊
望
魚
ム
ス
ズ
一
．
一
号
）
は
、
一
部
未
完
成
の
部
分
が
あ
り
そ
の
た
め
の
請
負
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建築請負契約と建物所有権の帰属（石神）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

代
金
の
一
部
未
済
が
あ
っ
て
も
、
家
屋
と
認
め
ら
れ
る
程
度
に
な
っ
て
注
文
者
に
引
渡
し
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
引
渡
と
同
時
に
そ
の
所
有
権

は
注
文
者
に
移
転
す
る
と
説
示
し
、
な
お
一
期
の
旧
来
の
判
例
の
法
理
に
よ
る
も
の
も
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
見
解
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、

東
京
地
判
昭
和
三
九
・
一
〇
・
二
九
（
翻
窮
枷
馳
勧
瀧
恥
醐
鰐
訟
荊
糊
初
劇
軒
糊
六
）
は
、
二
期
の
判
例
の
態
度
を
更
に
発
展
さ
せ
て
、
建
物
建
築
が
完
成
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

工
事
を
中
止
し
た
場
合
、
契
約
当
事
者
に
特
約
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
建
物
の
所
有
権
は
、
そ
の
当
時
ま
で
の
工
事
に
要
し
た
材
料
費
そ
の
他

の
建
築
費
の
全
部
又
は
大
部
分
を
負
担
し
た
者
に
帰
属
す
る
と
し
て
注
文
者
へ
の
所
有
権
を
認
め
て
い
る
。
後
者
の
判
決
は
、
当
事
者
間
に
お

け
る
「
特
約
の
推
認
」
と
い
う
形
を
と
ら
な
い
で
、
材
料
費
、
建
築
費
等
の
費
用
を
負
担
し
た
注
文
者
に
建
物
の
所
有
権
を
帰
属
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
つ
ぎ
の
第
三
期
の
判
例
理
論
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
3
　
第
三
期
i
最
高
判
昭
和
四
四
・
九
・
一
二
以
後
の
判
例
。
こ
れ
ま
で
の
第
三
期
の
判
例
の
考
え
方
を
更
に
発
展
さ
せ
て
、
当
事
者
間

に
、
請
負
代
金
の
支
払
が
な
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
請
負
代
金
の
支
払
い
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
そ
の
た
め
の
手
形
の
交
付
、
建
築
確
認
書
の

引
渡
な
ど
の
具
体
的
事
実
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
「
特
約
の
推
認
」
と
い
う
技
巧
的
理
論
構
成
を
と
る
こ
と
な
く
、
建
物
完
成
と
同
時
に
建

物
所
有
権
は
注
文
者
に
帰
属
す
る
と
の
当
事
者
意
思
を
直
接
に
認
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
〔
9
〕
　
最
高
判
二
小
廷
昭
和
四
四
・
九
・
ご
．
（
判
例
時
報
五
七
二
号
二
七
頁
）
X
（
注
文
者
）
は
Y
（
請
負
人
）
と
の
間
に
本
件
建
物
を
含
む
四
戸
の

　
建
物
に
つ
き
建
物
建
築
請
負
契
約
を
結
び
、
工
事
は
完
成
予
定
よ
り
遅
れ
た
が
内
部
の
ご
く
細
い
工
事
を
残
し
て
新
築
家
屋
と
い
え
る
程
度
に
完
成
し
て
玄

　
関
の
合
鍵
も
X
に
交
付
さ
れ
た
。
こ
の
間
X
は
脇
に
対
し
全
工
事
代
金
の
半
額
以
上
を
棟
上
げ
の
時
ま
で
に
支
払
い
、
そ
の
後
は
工
事
の
進
行
に
応
じ
数
回

　
　
に
分
割
し
て
支
払
っ
て
ぎ
て
お
り
、
残
工
事
に
相
応
す
る
代
金
だ
け
未
払
い
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
完
成
し
た
工
事
分
に
相
応
す
る
代
金
は
す
で
に
支
払
わ
れ

　
　
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
X
が
建
物
完
成
後
未
登
記
の
ま
ま
に
し
て
い
る
う
ち
、
Y
に
対
す
る
債
権
者
Y
（
上
告
人
）
が
木
件
建
物
は
請
負
人
Y
の
所
有
で
あ

　
る
と
し
て
仮
差
押
命
令
を
得
て
狛
名
義
の
保
存
登
記
の
う
え
ぬ
の
仮
差
押
登
記
を
し
た
。
そ
こ
で
、
X
が
右
建
物
所
有
権
の
確
認
と
所
有
権
移
転
登
記
お
よ

　
び
仮
差
押
の
執
行
排
除
を
求
め
て
本
訴
を
提
起
し
た
。
二
審
判
決
（
大
阪
高
判
昭
四
四
・
二
・
二
五
）
に
お
い
て
控
訴
を
棄
却
さ
れ
た
臆
ぬ
が
上
告
。

　
　
　
「
原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
建
物
を
含
む
四
戸
の
建
物
の
建
築
を
注
文
し
た
被
上
告
人
X
は
、
こ
れ
を
請
負
っ
た
上
告
人
磧
に

　
対
し
、
全
工
事
代
金
の
半
額
以
上
を
棟
上
げ
の
と
き
ま
で
に
支
払
い
、
な
お
、
工
事
の
進
行
に
応
じ
、
残
代
金
の
支
払
い
を
し
て
ぎ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
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右
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
建
築
さ
れ
た
建
物
の
所
有
権
は
引
渡
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
完
成
と
同
時
に
原

　
始
的
に
注
文
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
解
す
る
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
同
旨
の
見
地
に
立
ち
、
本
件
建
物
の
所
有
権
は
、
昭
和
三
九
年
三
月
末
以
前
の
、

　
そ
れ
が
建
物
と
し
て
完
成
し
た
と
目
さ
れ
る
時
点
に
お
い
て
X
に
帰
し
た
も
の
と
し
た
趣
旨
と
解
さ
れ
る
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
つ
て
、
こ
の
点
に
つ
き
、

　
原
判
決
に
所
論
の
違
法
は
認
め
ら
れ
な
い
。
」

　
本
件
の
請
負
契
約
は
、
請
負
代
金
の
支
払
い
は
分
割
払
い
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
が
、
建
築
材
料
は
請
負
人
が
供
給
し
て
い
る
場
合
で
あ
る

か
ら
、
第
一
期
の
判
例
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
特
約
が
な
い
か
ぎ
り
完
成
建
物
の
所
有
権
は
ま
ず
材
料
供
給
者
で
あ
る
請
負
人
に
発
生
し
、
引

渡
し
に
よ
っ
て
注
文
者
に
移
転
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
判
決
で
は
、
材
料
の
提
供
者
が
何
び
と
で
あ
る
か
ま
っ
た
く
間
題
と
し
な
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

全
工
事
代
金
の
半
額
以
上
が
す
で
に
支
払
わ
れ
て
い
る
客
観
的
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
建
物
所
有
権
は
原
始
的
に
注
文
者

に
帰
属
す
る
と
判
示
し
た
も
の
で
、
第
一
期
判
例
の
判
断
基
準
か
ら
離
脱
す
る
と
共
に
、
第
二
期
判
例
の
「
特
約
の
推
認
」
と
い
う
理
論
構
成

も
と
つ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
本
判
決
は
、
従
来
の
判
例
通
説
の
立
場
と
さ
れ
て
い
た
請
負
人
取
得
説
か
ら
、
注
文
者
原

始
取
得
説
の
立
場
に
実
質
的
に
接
近
し
、
請
負
人
取
得
説
を
改
め
る
方
向
へ
の
契
機
を
な
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
本
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

決
は
、
判
断
の
決
定
的
ポ
イ
ン
ト
を
工
事
分
に
相
当
す
る
代
金
の
支
払
済
と
い
う
事
実
に
お
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
従
来
の

請
負
人
取
得
説
を
否
定
し
て
注
文
者
原
始
取
得
説
に
移
行
し
た
も
の
と
い
う
に
は
な
お
問
題
が
残
る
（
琳
韻
劉
吻
靖
齢
キ
）
。
こ
の
最
高
裁
の
態
度
は
、

つ
ぎ
の
昭
和
四
六
年
三
月
五
口
の
判
決
〔
1
0
〕
に
お
い
て
も
同
様
な
足
踏
み
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
最
高
裁
の
判
決
は
、
束
京
高
判
昭
和
四
五
・

八
・
二
七
〔
H
〕
を
原
審
と
す
る
上
告
審
で
あ
っ
て
、
引
渡
未
了
の
建
物
に
つ
い
て
、
代
金
支
払
や
引
渡
の
事
実
が
な
く
て
も
注
文
者
に
所
有

権
取
得
を
認
め
る
と
の
原
審
の
結
論
を
是
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
判
示
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
請
負
人
取
得
説
の
原
則
を
否
定
し
て
い
な

い
こ
と
は
、
最
高
裁
が
そ
の
態
度
を
注
文
者
原
始
取
得
説
に
変
更
し
た
も
の
と
は
い
い
き
れ
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　
　
〔
1
0
〕
　
最
高
判
二
小
廷
昭
四
六
・
三
・
五
（
判
例
時
報
六
二
八
号
四
八
頁
）
　
X
（
請
負
人
）
は
土
地
分
譲
住
宅
の
販
売
を
業
と
す
る
A
会
社
か
ら
建
物

　
六
棟
の
建
築
請
負
の
注
文
を
受
け
材
料
全
部
を
負
担
し
て
建
築
工
事
に
か
か
っ
た
が
、
A
か
ら
請
負
代
金
総
額
相
当
の
約
束
手
形
の
振
出
交
付
を
う
け
た
の

　
で
右
六
棟
全
．
部
の
建
物
の
建
築
確
認
通
知
書
を
一
括
し
て
A
に
交
付
し
た
。
他
方
A
は
、
右
建
築
注
文
と
同
時
に
広
告
に
よ
り
購
入
希
望
者
を
つ
の
り
、
右
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六
棟
の
う
ち
四
棟
を
そ
れ
ぞ
れ
完
成
前
完
成
後
の
各
段
階
で
他
に
分
譲
し
入
居
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
A
は
請
負
代
金
の
支
払
い
が
で
き
ず
、
前

記
手
形
が
不
渡
に
な
っ
た
う
え
、
財
産
隠
匿
の
気
配
が
み
え
た
の
で
、
X
は
請
負
代
金
支
払
確
保
の
必
要
か
ら
、
残
り
の
本
件
建
物
二
棟
の
引
渡
を
拒
否
す

べ
く
、
こ
の
建
物
に
監
視
員
を
置
き
、
周
囲
に
有
刺
鉄
線
を
張
り
め
ぐ
ら
し
占
有
強
化
の
挙
に
出
た
。
し
か
し
、
本
件
建
物
を
買
受
け
た
Y
ら
は
、
夜
間
有

刺
鉄
線
を
越
え
実
力
を
も
っ
て
建
物
に
入
り
、
監
視
員
を
追
い
出
し
て
入
居
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
X
は
Y
ら
を
相
手
ど
り
、
本
位
的
請
求
と
し
て
建
物

所
有
権
に
も
と
づ
ぎ
所
有
権
確
認
、
登
記
抹
消
、
建
物
明
渡
及
び
賃
料
相
当
額
の
損
害
金
の
支
払
を
求
め
、
予
備
的
請
求
と
し
て
建
物
所
有
権
に
も
と
づ
き

建
物
明
渡
を
求
め
た
。
一
審
判
決
（
横
浜
地
判
昭
和
三
四
・
六
・
一
五
）
は
、
本
件
建
物
二
棟
の
所
有
権
は
X
か
ら
A
に
移
転
す
る
こ
と
は
な
く
依
然
と
し

て
X
に
あ
る
と
い
う
理
由
で
本
位
的
請
求
を
認
容
し
た
が
二
審
判
決
〔
n
〕
は
見
解
を
異
に
し
、
建
物
完
成
と
同
時
に
所
有
権
は
A
に
帰
属
し
た
も
の
と
解

し
、
本
件
二
棟
に
存
し
な
い
と
し
て
本
位
的
請
求
を
棄
却
し
、
予
備
的
請
求
で
あ
る
占
有
回
収
の
訴
を
認
容
し
た
。
Y
は
従
来
の
判
例
に
反
す
る
違
法
が
あ

る
と
し
て
上
告
し
た
。
1
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
審
判
決
（
判
例
時
報
六
〇
九
号
四
六
頁
）
お
よ
び
二
審
判
決
評
釈
の
吉
原
教
授
の
紹
介
を
参
照
し

た
。
　
〔
判
旨
〕
建
物
建
築
の
請
負
契
約
に
お
い
て
、
注
文
者
の
所
有
又
は
使
用
す
る
土
地
の
上
に
請
負
人
が
材
料
全
部
を
提
供
し
て
建
築
し
た
建
物
の
所
有
権

は
、
建
物
引
渡
の
時
に
請
負
人
か
ら
注
文
者
に
移
転
す
る
の
を
原
則
と
す
る
が
、
こ
れ
と
異
な
る
特
約
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
明
示
ま
た
は
黙
示

の
合
意
に
よ
り
、
引
渡
お
よ
び
請
負
代
金
完
済
の
前
に
お
い
て
も
、
建
物
の
完
成
と
同
時
に
注
文
者
が
建
物
所
有
権
を
取
得
す
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
、

な
ん
ら
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
ω
　
本
件
請
負
契
約
は
分
譲
を
目
的
と
す
る
建
物
六
棟
の
建
築
に
つ
き
一
括
し
て
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
三
棟
に
つ
い
て
は
、
Y
は
訴
外
A
な
い
し
こ
れ
か
ら
分
譲
を
受
け
た
入
居
者
ら
に
異
議
な
く
そ
の
引
渡
を
了
し
て
お
り
、
本
件
建

物
を
完
成
後
た
だ
ち
に
引
き
渡
さ
な
か
っ
た
の
も
、
右
三
棟
と
別
異
に
取
り
扱
う
趣
旨
で
は
な
く
、
い
ま
だ
入
居
者
が
な
か
っ
た
た
め
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
、
＠
　
Y
は
請
負
代
金
の
全
額
に
つ
き
そ
の
支
払
の
た
め
の
手
形
を
受
領
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
A
の
支
払
能
力
に
疑
い
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た

こ
と
、
の
Y
は
右
手
形
全
部
の
交
付
を
受
け
た
機
会
に
、
さ
き
に
A
の
代
理
人
と
し
て
受
領
し
て
い
た
右
六
棟
の
建
物
に
つ
い
て
の
建
築
確
認
通
知
書
を

A
に
交
付
し
た
こ
と
な
ど
、
原
判
決
の
確
定
し
た
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
右
確
認
通
知
書
交
付
に
あ
た
り
、
本
件
各
建
物
を
含
む
六
棟
の
建
物
に
つ

ぎ
そ
の
完
成
と
同
時
に
A
に
そ
の
所
有
権
を
帰
属
さ
せ
る
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
建
物
は
そ
の
完
成
と
同
時
に
A

の
所
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
趣
旨
の
原
判
決
の
認
定
・
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
。
」
1
ω
、
＠
、

の
は
筆
者
附
記
。
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判例究研

　
本
判
決
は
、
建
物
所
有
権
帰
属
の
法
的
構
成
に
お
い
て
、
従
来
の
判
例
の
請
負
人
取
得
説
を
原
則
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
異
な
る
合
意
が
な

さ
れ
た
も
の
と
認
め
た
上
で
注
文
者
に
所
有
権
を
帰
属
せ
し
め
て
い
る
こ
と
は
、
原
審
判
決
〔
1
0
〕
の
注
文
者
取
得
説
へ
の
積
極
的
姿
勢
か
ら
す

れ
ば
後
退
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
よ
う
が
、
し
か
し
、
次
の
点
に
お
い
て
、
さ
き
の
昭
和
四
四
年
の
最
高
裁
判
決
〔
9
〕
と
同
じ
く
、
実
質
的
に

は
近
時
の
注
文
者
取
得
説
へ
の
接
近
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
ま
ず
第
一
は
、
第
二
期
の
判
例
が
、
第
一
期
の
請
負
人
取
得
説
の
延
長
路
線
に
お
い
て
、
注
文
者
に
所
有
権
を
取
得
さ
せ
る
特
約
の
推
認
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

前
提
と
し
て
請
負
代
金
の
完
済
を
要
件
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
〔
1
0
〕
の
判
決
は
、
代
金
支
払
の
事
実
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
築
確

認
書
の
交
付
な
ど
判
文
中
の
ω
・
＠
∵
の
の
具
体
的
事
実
関
係
か
ら
注
文
者
へ
の
所
有
権
帰
属
の
合
意
を
認
定
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
請
負

入
取
得
を
原
則
と
し
、
そ
れ
と
異
な
る
合
意
を
認
定
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
判
示
の
主
旨
と
す
る
こ
と
は
、
当
事
者
間
の
具
体

的
事
実
関
係
か
ら
み
て
、
注
文
者
に
所
有
権
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
、
一
般
経
験
法
則
に
照
ら
し
て
当
事
者
の
合
理
的
意
思
に
合
致
す
る
こ
と

を
認
め
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
実
質
的
に
は
、
注
文
者
原
始
取
得
説
の
主
張
に
接
近
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
つ
ぎ
に
〔
1
0
〕
判
決
の
原
審
で
あ
る
東
京
高
等
裁
判
所
の
判
決
は
、
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
近
時
の
注
文
者
原
始
取
得
説
へ
よ
り
積
極
的
な

姿
勢
を
示
し
た
も
の
で
（
汕
．
鯨
距
聞
荊
評
輸
頁
）
、
第
三
期
の
判
例
理
論
を
更
に
進
め
て
一
層
明
白
に
注
文
者
取
得
説
の
主
張
を
打
ち
出
し
た
も
の
と
い

え
よ
う
。
本
件
の
一
審
判
決
（
横
浜
地
判
昭
和
四
三
・
六
・
一
五
）
が
従
来
の
請
負
人
取
得
説
を
採
用
し
て
請
負
人
に
所
有
権
の
取
得
を
認
容

し
た
判
断
を
取
消
し
て
、
積
極
的
に
注
文
者
取
得
説
の
考
え
方
に
立
っ
て
判
示
し
た
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
〔
n
〕
　
東
京
高
判
昭
和
四
五
・
八
・
二
七
（
判
例
時
報
六
〇
九
号
四
五
頁
）
1
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
前
掲
〔
1
0
〕
参
照

　
　
　
コ
　
　
と
こ
ろ
で
、
X
請
負
人
は
右
建
築
工
事
完
成
後
も
A
（
注
文
者
）
が
請
負
代
金
を
支
払
わ
な
い
の
で
、
本
件
建
物
一
、
二
は
工
事
完
成
に
よ
り
X

　
の
所
有
に
帰
し
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
注
文
者
の
所
有
又
は
使
用
す
る
土
地
上
に
請
負
人
が
そ
の
材
料
全
部
を
提
供
し
て
建
築
し
た
建
物
の

　
所
有
権
帰
属
先
に
つ
い
て
は
見
解
の
岐
れ
る
と
こ
ろ
て
あ
る
が
、
本
件
の
場
合
は
…
…
…
G
り
本
件
建
物
一
、
二
は
、
そ
の
他
の
四
棟
の
建
物
と
同
時
に
A
が

　
土
地
付
き
分
譲
住
宅
と
し
て
そ
の
敷
地
と
と
も
に
他
に
売
却
す
る
目
的
で
、
そ
の
建
築
を
X
に
請
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
同
年
八
月
頃
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

　
ト
等
に
ょ
り
そ
の
購
入
希
望
者
を
募
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
，
X
も
こ
れ
を
了
知
し
て
い
た
こ
と
、
＠
A
は
本
件
建
物
と
と
も
に
一
括
し
て
X
に
請
負
わ
せ
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た
そ
の
他
の
建
物
四
凍
に
つ
い
て
…
…
B
を
し
て
同
年
一
一
月
一
日
頃
、
C
を
し
て
同
年
二
月
二
八
日
頃
右
建
物
に
入
居
さ
せ
た
ほ
か
、
B
の
右
入
居
に

引
続
い
て
A
の
代
表
者
の
娘
婿
で
あ
る
D
を
し
て
別
の
一
棟
に
入
居
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
X
は
、
当
時
前
記
請
負
代
金
の
現
実
の
支
払
が
全
く
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
右
建
物
が
自
己
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
し
て
右
入
居
に
異
議
を
述
べ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
何
ら
な
さ
ず
に
、
A
ひ
い
て

は
右
入
居
者
に
対
し
当
該
建
物
を
引
渡
し
た
も
の
で
あ
る
二
と
、
⑮
X
の
代
表
名
は
同
年
七
月
頃
、
本
件
建
物
一
、
二
を
含
む
前
記
六
棟
の
建
物
に
っ
い
て

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確
認
申
請
を
A
の
代
理
人
と
し
て
行
い
：
…
：
－
同
年
一
〇
月
一
四
日
中
旬
頃
、
A
と
の
間
の
前
記
請
負
契
約
に
つ
き
請
負
代
金

支
払
の
た
め
A
に
対
し
な
す
べ
き
も
の
と
約
さ
れ
て
い
た
手
形
の
振
出
交
付
が
す
べ
て
終
っ
た
の
を
機
会
に
、
本
件
建
物
一
、
二
を
含
む
建
築
確
認
通
知
書

全
部
を
一
括
し
て
A
に
交
付
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
⇔
右
の
事
実
と
建
築
確
認
通
知
書
が
建
物
の
表
示
登
記
申
請
に
お
い
て
申
請
人
が
そ
の
建
物
の

所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
と
し
て
必
要
な
書
類
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
〈
証
拠
略
〉
に
よ
っ
て
み
れ
ば
X
は
…
…
…
右
建
物
六
凍
が
建
物
と
し
て

完
成
す
る
と
同
時
に
A
に
そ
の
所
有
権
を
帰
属
さ
せ
る
趣
旨
の
も
と
に
、
右
建
築
確
認
通
知
書
を
A
に
交
付
し
、
A
も
そ
の
趣
旨
の
も
と
に
こ
れ
が
交
付
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
…
…
…
し
て
み
れ
ば
本
件
建
物
一
、
二
は
そ
の
昭
和
三
九
年
二
月
初
め
頃
の
完
成
と
同
時
に
A
の

所
有
に
帰
し
た
も
の
と
認
む
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
す
る
X
の
第
一
次
請
求
は
す
べ
て
理
由
が
な
い
。

　
二
、
次
に
X
の
予
備
的
請
求
と
し
て
の
占
有
回
収
の
建
物
明
渡
請
求
に
つ
い
て
考
え
る
に
〈
証
拠
略
〉
に
よ
れ
ば
、
X
は
本
件
建
物
一
、
二
に
つ
い
て
も
、

同
時
に
A
か
ら
請
負
い
、
同
じ
頃
完
成
し
た
他
の
四
棟
の
建
物
と
別
異
に
取
扱
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
買
受
人
ら
が
入
居
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
昭
和

三
十
九
年
二
月
初
め
頃
の
建
築
完
成
後
も
こ
れ
を
A
に
引
渡
さ
ず
に
い
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
既
に
A
か
ら
請
負
代
金
支
払
の
た
め
受
取
っ
て
い
た
手

形
が
同
年
二
月
末
頃
か
ら
不
渡
り
に
な
り
、
そ
の
間
A
に
財
産
隠
匿
の
気
配
が
み
え
た
の
で
、
遽
か
に
請
負
人
代
金
支
払
確
保
の
必
要
を
感
じ
、
A
及
び

A
か
ら
の
買
受
人
ら
に
対
し
本
件
各
建
物
の
引
渡
を
拒
否
す
べ
く
、
同
年
二
戸
初
め
頃
か
ら
現
地
に
監
視
人
を
置
き
、
更
に
は
本
件
各
建
物
の
周
囲
に
鉄

線
を
張
り
め
ぐ
ら
し
、
同
建
物
に
監
視
員
を
泊
り
込
ま
せ
、
も
っ
て
右
建
物
に
対
す
る
X
の
占
有
を
強
化
す
る
に
至
っ
た
こ
と
、
し
か
る
に
訴
外
F
は
、
磧

ぬ
ら
の
代
理
人
と
し
て
本
件
建
物
を
A
か
ら
買
受
け
た
の
主
張
の
も
と
に
、
同
年
二
万
一
七
日
頃
の
夜
、
磧
㌔
ら
の
た
め
に
、
一
〇
名
位
の
者
を
引
連
れ

て
現
地
に
到
り
、
右
有
刺
鉄
線
を
越
え
、
実
力
を
も
っ
て
本
件
建
物
に
入
り
、
X
側
の
前
記
監
視
員
を
追
い
出
し
て
荷
物
を
屋
内
に
搬
人
し
、
も
っ
て
各
建

物
に
対
す
る
X
の
占
有
を
奪
っ
て
碩
協
ら
の
た
め
に
占
有
を
始
め
、
本
件
建
物
一
に
磧
が
本
件
建
物
二
に
協
が
夫
と
入
居
し
て
自
ら
こ
れ
を
占
有
す
る
に
至

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
…
…
…
い
ず
れ
も
X
の
占
有
を
侵
奪
し
た
も
の
と
し
て
、
X
に
対
し
、
右
建
物
を
明
渡
す
義
務
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
く
、
X

の
占
有
回
収
の
請
求
は
理
由
が
あ
る
。
」
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半呼例研究

　
本
判
決
は
、
「
注
文
者
の
所
有
又
は
使
用
す
る
土
地
上
に
請
負
人
が
そ
の
材
料
全
部
を
提
供
し
て
建
築
し
た
建
物
の
所
有
権
帰
属
先
に
つ
い

て
は
見
解
の
岐
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
…
…
…
」
と
述
べ
て
お
り
、
従
来
の
判
例
通
説
の
見
解
で
あ
る
請
負
人
取
得
説
に
対
し
て
、
そ
れ
に
否

定
的
な
方
向
を
と
る
注
文
者
原
始
取
得
説
が
近
時
有
力
に
な
っ
て
き
た
動
き
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
の
学
説
の
見
解
を
肯
定
す
る
本
判
決
の
基
本

姿
勢
を
は
じ
め
に
示
し
た
上
で
、
先
の
最
高
判
昭
和
四
四
・
九
・
ニ
バ
9
〕
の
見
解
を
更
に
積
極
的
に
、
且
つ
明
確
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
く
に
本
判
決
が
、
〔
9
〕
以
前
の
二
期
の
判
例
の
見
解
を
離
脱
し
て
い
る
こ
と
は
、
吉
原
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
次
の
点
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
第
一
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
で
注
文
者
に
所
有
権
取
得
を
認
め
た
も
の
は
、
注
文
者
請
負
代
金
の
全
額
も
し
く
は
大
部
分
を
支
払
っ
た
場
合
で

あ
っ
た
が
、
本
判
決
で
は
、
代
金
支
払
の
事
実
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
注
文
者
の
原
始
取
得
を
認
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
建
物

の
完
成
前
に
、
注
文
者
が
こ
れ
を
自
己
の
所
有
と
し
て
第
三
者
に
売
却
す
る
こ
と
を
、
請
負
人
が
是
認
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
本

件
契
約
の
事
実
を
具
体
的
詳
細
に
認
定
し
、
そ
の
事
実
関
係
か
ら
注
文
者
へ
の
原
始
的
所
有
権
取
得
が
当
事
者
間
の
合
理
的
意
思
に
合
す
る
も

の
と
認
め
て
、
注
文
者
の
所
有
権
取
得
を
判
断
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
二
期
の
判
例
の
と
っ
て
い
た
、
請
負
人
取
得
の
原
則
に
対
す
る
特
約
の

推
認
と
い
う
技
巧
的
構
成
を
と
る
こ
と
な
く
、
請
負
契
約
の
具
体
的
内
容
か
ら
直
接
に
注
文
者
へ
の
所
有
権
帰
属
の
当
事
者
意
思
を
認
め
て
い

る
こ
と
は
、
第
三
期
の
判
例
と
し
て
注
文
者
取
得
説
を
と
る
理
論
的
根
拠
を
は
じ
め
て
明
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
本
判
決
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
さ
き
に
も
あ
げ
た
上
告
審
の
最
高
裁
判
決
〔
1
0
〕
に
お
い
て
も
、
是
認
さ
れ
、
請
負
人
が
材
料
を
提
供
し
て

建
築
し
た
建
物
も
、
そ
の
所
有
権
は
原
始
的
に
注
文
者
に
帰
属
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
注
文
者
原
始
取
得
説
へ
判
例
の
進
展
方
向
が
明
確
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
本
判
決
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
判
旨
一
に
お
い
て
は
請
負
代
金
未
済
の
請
負
人
に
建
物
所
有
権
の
帰
属
を
否
定
し
て
い
る
が
、
判

旨
二
に
お
い
て
、
請
負
人
の
予
備
的
請
求
と
し
て
の
建
物
占
有
回
収
の
訴
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
認
容
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
。
こ
の
判
決
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

態
度
は
、
請
負
人
の
報
酬
請
求
権
の
確
保
の
た
め
に
は
、
請
負
入
に
建
物
所
有
権
を
保
有
せ
し
め
る
要
な
く
、
建
物
に
対
す
る
留
置
権
を
も
っ
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て
そ
の
作
用
を
果
し
う
る
と
す
る
注
文
者
原
始
収
得
説
の
考
え
方
の
根
拠
を
明
快
に
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
請
負
契
約
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
建
物
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て
、
判
例
の
考
え
方
は
、
晶
負
人
取
得
説
か
ら
江
文
者
原
始
取
得
説
の

方
向
へ
動
い
て
き
て
い
る
こ
と
を
み
た
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
態
度
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
の
理
論
の
動
き
を
加
え
て
検
討
し
て
み
た
い
。

三
　
判
例
お
よ
び
学
説
の
検
討

建築請負契約と建物所有権の帰属（石神）

　
判
例
の
推
移
は
大
体
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
請
負
に
お
け
る
完
成
目
的
物
の
所
有
権
は
、
材
料
の
供
給
者
が
な
に
び
と
で
あ
っ
て
も
、
窮
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

的
に
は
注
文
者
の
所
有
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
注
文
者
が
材
料
を
提
供
し
、
し
た
が
っ
て
、
建
物
完
成
と
同
時
に
建
物
の
所
有
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

を
注
文
者
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
も
実
際
上
に
お
い
て
も
異
論
は
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
訪
負
人
が
材
料
を
提
供

し
て
建
築
す
る
場
合
で
あ
っ
て
（
こ
れ
が
普
通
の
建
物
請
負
の
態
容
で
あ
る
）
、
こ
の
場
合
、
完
成
建
物
の
所
有
権
を
ど
の
よ
う
な
法
的
構
成

に
よ
っ
て
注
文
者
に
取
得
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
判
例
理
論
の
課
題
で
あ
っ
て
、
判
例
は
、
こ
の
課
題
を
め
ぐ
り
一
期
か
ら
三
期
へ
と
合

謂
法
理
を
求
め
て
推
移
発
展
し
て
ぎ
た
と
い
え
よ
う
．
（
隷
疇
膜
諺
離
舗
認
曝
欝
鴬
醗
師
腰
ド
酬
糟
畷
講
離
蝿
廊
、
細
辮
蜷
、
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

㎞
幅
㌦
）
ま
た
、
学
説
も
、
請
負
人
が
材
料
を
供
給
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
完
成
建
物
の
原
始
的
所
有
権
を
請
負
人
・
注
文
者
い
ず
れ
に
帰
属
せ

し
め
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
請
負
人
取
得
説
と
注
文
者
原
始
取
得
説
と
二
つ
に
見
解
が
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
1
　
一
期
か
ら
三
期
に
わ
た
る
判
例
の
推
移
は
、
請
負
人
取
得
説
の
立
場
か
ら
、
注
文
者
原
始
取
得
説
へ
と
接
近
し
て
き
て
い
る
が
、
ま
た

そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
請
負
の
態
容
を
平
面
的
・
抽
象
的
に
み
て
、
材
料
の
供
給
者
を
基
準
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

し
て
完
成
建
物
の
所
有
権
者
を
決
定
す
る
と
い
う
形
式
論
的
立
場
か
ら
、
建
物
建
築
請
負
の
特
質
と
当
事
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
所
有
権
の
帰

属
を
決
定
す
る
と
い
う
合
理
的
法
理
構
成
の
方
向
へ
進
展
し
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
一
期
の
判
例
の
見
解
は
、
請
負
契
約
に
も
と
づ
ぎ
建
築
さ
れ
た
建
物
の
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
材
料
の
供
給
者
を
基
準
に
し
て
区
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判例研究

別
す
る
と
い
う
理
論
構
成
で
あ
っ
て
、
な
が
く
学
説
に
よ
っ
て
も
支
侍
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
結
論
を
導
く
法
的
根
拠
に
つ
い
て
は
必
ず
し

も
説
得
的
で
な
い
（
鴇
爾
噛
動
砿
訟
孫
壁
二
柏
顛
）
判
例
は
、
そ
の
法
典
上
の
根
拠
を
艮
法
六
三
七
条
一
項
の
「
引
渡
」
の
文
言
に
求
め
（
前
掲
〔
－
〕
）
、

建
物
所
有
権
が
材
料
供
給
者
た
る
請
負
人
に
帰
属
す
る
の
は
法
律
上
当
然
の
こ
と
し
て
積
極
的
に
そ
の
理
論
的
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
ま
た

民
法
六
三
三
条
の
引
渡
債
務
の
完
了
を
所
有
権
移
転
に
関
連
し
て
考
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
（
前
掲
〔
邑
）
、
こ
れ
ら
の
条
項
は
建
物
所
有

権
の
帰
属
と
は
当
然
に
は
結
び
つ
か
な
い
（
搬
獄
翫
琳
鋪
醐
）
。
他
方
、
学
説
に
お
い
て
も
、
「
請
負
人
パ
臼
己
ノ
材
料
ヲ
以
テ
且
臼
己
ノ
労
務
ヲ

以
テ
築
造
シ
タ
ル
建
物
二
付
キ
、
法
律
上
当
然
二
所
有
ヲ
取
得
ス
ル
コ
ト
ハ
疑
ヲ
挿
ム
余
地
ナ
キ
ナ
リ
」
（
㎜
評
衛
製
璽
潮
聾
」
蟻
鹸
囎
）
と
単

純
に
請
負
人
取
得
説
を
説
く
も
の
、
ま
た
、
物
権
変
動
理
論
と
の
関
連
で
、
物
権
行
為
と
し
て
の
引
渡
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
請
負
人
か
ら
注
文

者
に
所
有
権
が
移
転
す
る
と
説
く
も
の
（
妹
脚
陥
瀞
簸
欄
、
一
．
パ
砒
顛
）
、
あ
る
い
は
請
負
取
得
説
が
当
事
者
の
意
思
に
適
合
す
る
で
あ
ろ
う
と
解
す
る

も
の
（
峨
騨
晶
雁
酪
論
）
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、
請
負
人
に
原
始
的
に
所
有
権
が
帰
属
す
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
を
明
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

こ
の
立
場
に
お
い
て
は
、
工
算
完
成
に
よ
り
建
物
所
有
権
は
一
旦
請
負
人
が
取
得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
、
請
負
人
か
ら
注
文
者
へ
引

渡
す
と
い
う
所
有
権
移
転
行
為
が
な
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
注
文
者
は
建
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
と
い
う
構
成
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
判
例
を
支
持
す
る
多
数
説
は
、
請
負
に
お
い
て
、
完
成
目
的
物
の
所
有
権
移
転
行
為
を
構
成
す
る
こ
と
の
た
め
に
、
ま
た
、
そ
の

所
有
権
の
移
転
時
期
に
つ
い
て
も
、
請
負
と
ヒ
冗
買
を
同
一
平
面
に
お
い
て
多
彩
な
論
議
を
展
開
し
て
い
る
（
綿
鯨
伽
潮
乱
戴
大
孫
州
E
陥
領
論
餓
型
醗
肱
”

雛
髄
バ
肺
）
。
と
こ
ろ
が
、
売
買
に
お
け
る
物
権
変
動
の
時
期
に
つ
い
て
の
通
説
の
見
解
と
、
請
負
に
お
け
る
所
有
権
移
転
時
期
に
関
す
る
通
説
の

見
解
の
間
に
は
矛
盾
の
露
呈
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
城
難
論
齢
刑
潮
哩
め
願
癖
禰
ゼ
灯
穣
璽
澗
囎
跳
立
」
）
、
こ
の
こ
と
は
、
判
例
・
通
説
が
、
請
負
の

売
買
と
異
な
る
特
殊
性
を
認
識
す
る
こ
と
な
く
、
請
負
の
態
容
を
平
面
的
に
解
し
、
単
純
に
請
負
人
取
得
説
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
期
の
判
例
は
、
請
負
人
が
材
料
を
供
給
し
た
場
合
に
は
、
請
負
人
が
一
旦
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
、
引
渡
に
よ
っ
て
注
文
者

に
移
転
す
る
と
い
う
基
本
原
則
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
　
「
別
段
ノ
意
思
表
示
ナ
キ
限
リ
」
引
渡
に
よ
っ
て
所
有
権
が
移
転
す
る
こ
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建築請負契約と建物所有権の帰属（石神）

と
を
判
示
し
て
い
る
（
〔
2
〕
）
こ
と
か
ら
も
推
知
し
う
る
よ
う
に
、
引
渡
が
な
く
と
も
別
段
の
意
思
表
示
す
な
わ
ち
、
引
渡
以
外
の
時
期
に
所

有
権
を
移
転
さ
せ
よ
う
と
の
特
約
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
所
有
権
が
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
〔
5
〕
は
請
負
代
金
の
支
払
に
あ
て
る
金

融
を
は
か
る
た
め
に
、
建
物
の
所
有
権
を
完
成
前
に
注
文
者
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
基
本
原
則
と
異
な
る
特
約
を
有
効
と
認
め
て
、
引
渡
前
に

所
有
権
の
移
転
を
判
示
し
て
お
り
、
ま
た
〔
6
〕
は
注
文
者
が
請
負
代
金
の
支
払
を
完
済
し
た
と
き
は
、
建
物
の
完
成
と
同
時
に
注
文
者
が
そ

の
所
有
権
を
原
始
的
に
収
得
す
る
と
い
う
特
約
を
有
効
と
認
め
て
い
る
。
お
も
う
に
、
意
思
表
示
の
み
に
よ
り
物
権
が
変
動
す
る
と
い
う
わ
が

民
法
の
た
て
前
か
ら
、
特
約
と
い
う
別
段
の
意
思
表
示
で
は
あ
る
が
、
意
思
表
示
に
よ
る
注
文
者
へ
の
所
有
権
移
転
を
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
期
の
判
例
が
請
負
人
か
ら
注
文
者
へ
の
所
有
権
移
転
の
方
法
と
し
て
、
引
渡
し
の
ほ
か
に
意
思
表
示
に
よ
る
移
転
を
認
め
て
い

る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
特
約
、
す
な
わ
ち
、
別
段
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
例
外
の
場
合
で
あ
る
と
と
も
に
、
な
お
原
則
と
し
て
の
引
渡
に

よ
る
場
合
と
同
じ
く
、
完
成
し
た
建
物
の
所
有
権
は
ま
ず
請
負
人
に
帰
属
す
る
と
い
う
請
負
人
取
得
説
を
前
提
と
し
て
の
理
論
構
成
で
あ
る

（
脳
伽
景
戯
鋸
罵
肋
師
撫
嬬
翻
融
駆
澁
敏
賭
嚇
聯
韻
猷
碗
砂
號
麟
砒
離
萌
窪
暇
ひ
て
、
）
。
か
よ
う
に
、
一
期
の
判
例
で
は
、
完
成
し
た
建
物
の
所
有
権
は
、
一
旦
請
負
人

が
取
得
し
た
後
、
引
渡
、
も
し
く
は
特
約
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
注
文
者
に
所
有
権
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
請
負
当
事
者
問
に
、
建
物
の
引
渡
も
な
く
、
所
有
権
移
転
の
特
約
も
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
す
で
に
注
文
者
の
請
負
代
金
の
支
払

も
す
み
、
請
負
人
に
は
な
ん
ら
の
保
護
す
べ
き
利
益
が
存
在
し
な
く
て
も
、
な
お
建
物
の
所
有
権
は
材
料
供
給
者
た
る
請
負
人
に
帰
属
す
る
と

い
う
不
合
理
な
結
論
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
2
　
二
期
の
判
例
は
、
一
期
の
判
例
の
こ
の
よ
う
な
不
合
理
な
結
論
を
修
正
し
て
、
注
文
者
が
請
負
代
金
の
支
払
を
完
了
し
て
い
る
場
合
に

は
、
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
建
築
家
屋
を
工
事
完
成
と
同
時
に
注
文
者
の
所
有
に
帰
属
せ
し
む
べ
き
暗
黙
の
合
意
が
あ
る
も
の
と
推
認
さ

れ
る
と
法
理
構
成
し
た
（
〔
7
〕
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
注
文
者
は
工
事
完
成
と
同
時
に
原
始
的
に
建
物
の
所
有
権
を
取

得
し
、
所
有
権
移
転
の
た
め
の
引
渡
は
な
ん
ら
必
要
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
注
文
者
に
所
有
権
を
移
転
せ
し
め
る
明
示
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の
特
約
が
な
く
と
も
、
注
文
者
の
請
負
代
金
の
完
済
と
い
う
事
情
か
ら
、
当
事
者
に
「
暗
黙
の
合
意
が
あ
る
も
の
と
推
認
」
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
注
文
者
の
所
有
権
取
得
を
認
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
所
有
権
の
帰
属
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
前
面
に
出

て
き
て
い
る
。
こ
の
二
期
の
判
例
理
論
を
支
持
す
る
学
説
が
、
そ
の
よ
う
な
理
論
構
成
は
当
事
者
の
意
思
に
適
合
す
る
と
い
い
、
ま
た
は
一
般

経
験
法
則
に
照
ら
し
て
妥
当
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
も
、
請
負
契
約
に
お
け
る
当
事
者
意
思
の
尊
重
の
態
度
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
「
合
意
を
推
認
」
す
る
の
は
注
文
者
が
建
築
完
成
前
に
請
負
代
金
の
全
額
か
、
も
し
く
は
そ
の
大
部
分
の
額
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
に
限
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
特
別
の
場
合
に
お
い
て
暗
黙
の
合
意
が
あ
っ
た
も
の
と
擬
制
す
る
こ
と
は
、
な
お
ま
だ
、
請
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
お
け
る
完
成
建
物
の
所
有
権
は
請
負
人
に
帰
属
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
一
期
の
判
例
の
基
本
的
立
場
か
ら
脱
却
し
た
も
の
で
な
い
と

い
え
よ
う
。

　
3
　
三
期
の
判
例
は
、
請
負
契
約
成
立
の
後
、
請
負
人
と
注
文
者
の
当
事
者
間
に
生
じ
た
事
実
、
た
と
え
ば
、
工
事
分
に
相
当
す
る
代
金
の

支
払
済
み
の
事
実
、
ま
た
は
、
請
負
代
金
支
払
い
の
た
め
の
手
形
の
交
付
、
手
形
の
交
付
と
同
時
に
請
負
人
か
ら
注
文
者
に
建
築
確
認
書
の
引

渡
な
ど
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
実
関
係
か
ら
、
直
接
に
（
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
）
、
建
物
完
成
と
同
時
に
そ
の
所
有

権
は
注
文
者
に
帰
属
す
る
と
の
当
事
者
意
思
を
認
定
し
、
す
な
わ
ち
、
引
渡
し
ま
た
は
特
約
の
推
認
と
い
う
擬
制
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
原
始

的
に
注
文
者
へ
の
所
有
権
帰
属
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
判
例
の
態
度
を
二
期
の
判
例
と
比
較
し
て
み
る
に
、
二
期
の
判
例
が
注
文
者
へ
の
所

有
権
帰
属
に
つ
い
て
の
当
事
者
意
思
を
推
認
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
材
料
供
給
者
を
基
準
と
す
る
請
負
人
取
得
説
の
原
則
に
対
す
る
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

外
的
の
場
合
と
し
て
構
成
す
る
の
に
対
し
、
三
期
の
判
例
は
、
材
料
供
給
者
と
関
係
な
く
、
当
該
請
負
契
約
に
お
け
る
当
事
者
間
の
具
体
的
事

ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ

実
関
係
に
即
応
し
て
、
当
事
者
意
思
を
認
定
目
注
文
者
の
原
始
的
所
有
権
取
得
を
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
請
負
に
つ
い
て
の

平
面
的
な
把
え
方
か
ら
、
請
負
の
具
体
的
特
殊
性
を
認
識
し
て
当
事
者
意
思
を
尊
重
す
る
と
い
う
立
場
へ
の
進
展
が
み
ら
れ
る
。

　
た
だ
〔
9
〕
の
判
決
が
、
注
文
者
へ
の
所
有
権
帰
属
の
判
断
の
根
拠
を
、
代
金
支
払
い
の
事
実
関
係
に
お
い
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
が
、
注
文
者
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の
材
料
供
給
の
事
実
に
代
っ
て
、
建
物
の
所
有
権
帰
属
を
き
め
る
決
定
的
判
断
基
準
と
し
て
み
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
一
般
の
請
負
契
約

に
お
け
る
当
事
者
の
通
常
意
思
と
み
て
い
る
の
か
、
判
旨
か
ら
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、
同
じ
最
高
裁
第
二
小
法
廷
の
そ
の
後
の
判
決
〔
1
0
〕

が
、
「
請
負
人
が
材
料
全
部
を
提
供
し
て
建
築
し
た
建
物
の
所
有
権
は
、
建
物
引
渡
の
時
に
請
負
人
か
ら
注
文
者
に
移
転
す
る
の
を
原
則
と
す

る
が
、
こ
れ
と
異
な
る
特
約
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
…
…
」
と
し
て
、
本
件
の
場
合
に
は
「
原
判
決
の
確
定
し
た
事
実
関
係
の
も
と

に
お
い
て
は
、
…
…
そ
の
完
成
と
同
時
に
訴
外
会
社
（
注
文
者
）
に
そ
の
所
有
権
を
帰
属
さ
せ
る
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
」
て
い

る
こ
と
は
、
最
高
裁
の
態
度
が
、
実
質
的
に
注
文
者
取
得
説
へ
接
近
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
注
文
者
へ
の
所
有
権
帰
属
の
合
意
を
、

一
般
の
請
負
契
約
に
お
け
る
当
事
者
の
通
常
の
意
思
と
み
て
い
る
の
で
な
く
、
当
該
事
実
関
係
に
お
け
る
特
別
の
意
思
と
み
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
が
最
高
裁
が
注
文
者
原
始
取
得
説
へ
そ
の
態
度
を
変
更
し
た
も
の
と
評
し
得
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

四
　
ま
　
と
　
め

　
1
　
建
築
請
負
に
お
い
て
、
完
成
し
た
建
物
の
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
従
来
の
判
例
通
説
の
と
る
請
負
人
取
得
説
に
反
対
で

あ
り
、
小
数
説
の
注
文
者
原
始
取
得
説
の
立
場
を
と
る
。
そ
れ
は
す
で
に
別
の
論
文
に
お
い
て
（
扁
頒
嗅
働
難
蘭
瓢
難
購
二
の
腱
励
漸
砧
雛
3
恥
い
）
、
従
来
ほ

と
ん
ど
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
未
完
成
建
物
の
所
有
権
の
帰
属
に
つ
い
て
の
角
度
か
ら
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に

お
い
て
は
、
完
成
し
た
請
負
建
物
の
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て
判
例
の
見
解
の
推
移
を
た
ど
り
な
が
ら
、
自
説
を
整
理
展
開
し
て
述
べ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
注
文
者
原
始
取
得
説
は
、
か
つ
て
は
、
判
例
通
説
に
対
し
て
小
数
説
で
あ
っ
た
が
、
近
時
は
こ
の
説
を
支
持
す
る

学
説
が
増
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
説
の
論
拠
と
法
理
構
成
が
学
者
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
て
き
つ
つ
あ
る
（
齢
源
㌍
匿
熱
態
掛
鮒
撫
凱
難
礎
パ
譲
繭

殿
吃
翻
鮪
特
弼
臨
の
時
碍
聾
翻
鯛
細
盛
輩
藷
舷
照
離
峡
「
覗
矧
誠
鮮
膿
暫
物
O
蹴
棚
ポ
触
淋
厨
笥
叶
楓
卜
続
賊
凱
靴
腱
酌
即
勃
撚
礁
O
の
臨
）
。
本
稿
も
そ
れ
と
同
じ
見
地
に
た
ち
、
そ
れ
ら
の

論
述
に
教
示
を
う
け
な
が
ら
な
お
注
文
者
取
得
説
の
論
拠
づ
け
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
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2
　
わ
が
民
法
は
、
請
負
を
、
仕
事
の
完
成
を
目
的
と
す
る
典
型
契
約
の
一
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
請
負
の
内
容
た
る
「
仕
事
の
完
成
」

と
い
う
概
念
の
中
に
は
、
売
買
の
要
素
と
、
労
務
供
給
の
要
素
す
な
わ
ち
雇
傭
も
し
く
は
委
任
の
要
素
と
を
含
ん
で
い
る
（
辮
鼎
臓
湿
瓢
件
御
蹟
駿
諾
肋
頁
）
。

と
こ
ろ
が
、
従
来
の
判
例
・
通
説
は
、
建
物
の
建
築
請
負
に
つ
い
て
も
、
請
負
一
般
と
同
じ
よ
う
に
売
買
的
要
素
に
重
点
を
お
い
て
、
請
負
人

か
ら
注
文
者
へ
の
所
有
権
の
移
転
を
中
心
に
お
い
て
完
成
建
物
の
所
有
権
の
問
題
を
議
論
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
建
築
材
料
の
供
給
者
（
所

有
権
者
）
を
基
準
に
す
る
形
式
論
的
論
理
で
あ
っ
て
、
ま
た
そ
の
論
拠
に
つ
い
て
も
十
分
の
説
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
注

文
者
取
得
説
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に
建
物
建
築
請
負
の
実
情
に
即
応
す
る
理
論
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
わ
が
民
法
は
、
「
物
権
ノ
設
定
及
ビ
移
転
ハ
当
事
者
ノ
意
愚
表
示
ノ
ミ
ニ
因
リ
テ
其
効
力
ヲ
生
ズ
」
と
す
る
が
（
民
一
七
六
）
、
建

築
請
負
に
お
け
る
完
成
建
物
の
所
有
権
の
帰
属
に
つ
い
て
も
こ
の
意
思
主
義
の
原
則
に
則
っ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約

に
お
い
て
、
当
事
者
に
完
成
建
物
の
所
有
権
帰
属
に
つ
い
て
の
意
思
表
示
が
存
在
せ
ず
ま
た
は
不
明
な
場
合
に
は
（
特
約
の
な
い
原
則
的
な
場

合
で
あ
る
）
、
社
会
通
念
に
し
た
が
っ
て
合
理
的
に
構
成
さ
れ
る
当
事
者
意
思
を
認
定
し
て
こ
れ
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
請
負
人
取
得
説
を
支
持
す
る
学
説
の
側
か
ら
も
、
そ
の
結
論
が
「
当
事
者
の
意
思
に
合
致
す
る
」
と
し
て
意
思
主
義
が
採
用
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
（
鍬
撒
繍
舗
糊
隔
沖
囎
駕
ハ
毛
頁
）
、
そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
積
極
的
理
由
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
つ
ぎ
に

述
べ
る
と
こ
ろ
の
建
物
建
築
請
負
契
約
の
特
質
、
お
よ
び
建
築
請
負
取
引
の
実
情
の
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
客
観
的
合
理
的
な
当
事
者
意
思
を

構
成
す
る
な
ら
ば
、
請
負
人
が
材
料
を
提
供
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
建
物
完
成
と
同
時
に
そ
の
所
有
権
は
注
文
者
に
帰
属
す
る
と
い
う
意
思

が
、
も
っ
と
も
当
事
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
し
か
も
自
然
な
解
釈
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
2
）
　
建
物
の
建
築
請
負
は
、
請
負
契
約
の
な
か
で
売
買
の
性
質
を
強
く
有
す
る
製
作
物
供
給
契
約
と
区
別
さ
れ
る
べ
ぎ
性
質
を
も
っ
て

い
る
。
建
物
の
請
負
は
、
請
負
人
が
そ
の
材
料
全
部
を
供
給
す
る
場
合
で
も
、
注
文
者
の
提
供
す
る
土
地
を
基
底
と
し
て
そ
の
上
に
不
代
替
物

た
る
建
物
を
建
築
す
る
こ
と
を
契
約
の
内
容
と
す
る
。
さ
ら
に
、
注
文
者
か
ら
示
さ
れ
た
設
計
図
、
仕
様
書
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
完
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
注
文
者
の
指
図
権
お
よ
び
契
約
変
更
権
が
あ
る
こ
と
は
、
雇
傭
に
近
い
労
務
の
提
供
行
為
で
あ
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る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
納
杣
卿
嘱
裡
蜘
融
俸
だ
細
預
扁
赫
恥
）
。

　
な
お
、
注
文
者
が
労
務
の
基
底
た
る
土
地
を
提
供
し
、
請
負
人
が
材
料
を
供
給
し
て
建
物
の
建
築
を
請
負
う
場
合
に
、
判
例
通
説
は
、
附
合

の
原
理
（
民
一
一
四
三
）
の
適
用
を
否
定
し
、
わ
が
法
制
上
「
建
物
ハ
土
地
二
附
着
ス
ル
モ
独
立
シ
タ
ル
別
箇
ノ
不
動
産
」
で
あ
っ
て
土
地
の
従

た
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
建
物
の
所
有
権
が
土
地
の
所
有
権
者
た
る
注
文
者
に
帰
属
す
る
こ
と
を
否
認
す
る
根
拠
の

一
つ
と
し
て
い
る
が
（
踊
鵬
鯛
棚
艦
猟
一
〇
批
則
鵠
舶
柵
順
擁
構
髄
耗
荒
顛
、
）
、
建
物
が
土
地
と
は
独
立
し
た
別
箇
の
不
動
産
で
あ
る
こ
と
は
、
建
物
が
土
地

に
附
合
せ
ら
れ
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
と
し
て
は
肯
定
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
注
文
者
の
所
有
権
否
定
に
結
び
つ
け
る
根

拠
に
は
な
ら
な
い
。
注
文
者
が
そ
の
所
有
地
あ
る
い
は
借
地
上
に
、
地
盤
所
有
権
と
は
独
立
に
不
動
産
た
る
自
己
の
建
物
を
所
有
す
る
こ
と
こ

そ
請
負
契
約
に
お
け
る
当
事
者
の
本
来
の
意
思
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
注
文
者
の
提
供
す
る
土
地
の
上
に
、
注
文
者
の
た
め
の
建
物
を
建
築
す
る
こ
と
は
、
独
立
の
不
動
産
と
し
て
の
建
物
が
完
成
す
る
以
前

の
出
来
高
部
分
（
動
産
と
し
て
）
に
つ
い
て
も
、
工
事
施
行
に
よ
っ
て
出
来
上
っ
て
い
く
に
し
た
が
つ
て
、
そ
の
所
有
権
は
注
文
者
に
帰
属
し

て
い
く
。
建
物
が
完
成
す
る
と
と
も
に
、
一
個
の
不
動
産
た
る
建
物
の
所
有
権
に
転
換
移
行
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
、
請
負
当
事
者
の
意
思
に

も
っ
と
も
即
応
し
た
解
釈
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
㎜
描
蹴
鵬
頁
）
。

　
（
3
）
建
物
建
築
請
負
の
取
引
慣
行
、
契
約
書
の
約
定
な
ど
請
負
契
約
の
実
情
よ
り
み
て
、
完
成
建
物
の
所
有
権
は
注
文
者
が
原
始
取
得
す

る
こ
と
が
当
事
者
の
意
思
に
適
合
す
る
。
こ
の
取
引
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
学
者
に
よ
つ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
（
鞘
期
艘
靹
噛
獄
採
馴
篇

鴨
罐
撒
款
縣
）
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
、
請
負
代
金
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
今
口
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
代
金
は
数
回
の
分
割
払
の
方
法
に
よ
り

着
工
か
ら
完
成
ま
で
の
問
に
全
額
ま
た
は
相
当
部
分
が
支
払
済
み
に
な
っ
て
お
り
、
代
金
を
全
然
受
領
し
な
い
で
着
工
し
こ
れ
を
竣
工
す
る
こ

と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
一
般
に
請
負
建
築
業
者
が
契
約
の
際
に
準
拠
す
る
建
設
省
の
標
準
請
負
契
約
約
款
ま
た
は
四
会
連
合
協
定
に

よ
る
工
事
請
負
契
約
約
款
の
条
項
に
お
い
て
は
、
所
有
権
の
帰
属
に
つ
い
て
特
に
規
定
し
て
い
な
い
が
、
請
負
代
金
確
保
と
回
収
の
方
法
と
し

て
、
保
証
人
を
立
て
さ
せ
る
か
、
新
築
建
物
に
つ
い
て
抵
当
権
を
設
定
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
請
負
人
に
所
有
権
が
な
い
こ
と
を
前
提
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と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
〔
1
0
〕
〔
n
〕
判
決
の
事
案
に
お
い
て
み
る
ご
と
く
、
請
負
に
よ
る
建
物
建
築
に
お
い
て
建
築
確
認
書
の
申
請
手
続
を
請
負
人
が
な
す
場

合
に
も
、
そ
れ
は
建
築
主
た
る
注
文
者
の
名
に
お
い
て
請
負
人
が
代
っ
て
行
う
の
が
請
負
の
実
情
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
建
物
の
所
有
権

は
当
初
か
ら
注
文
者
の
所
有
に
帰
属
す
る
こ
と
が
当
事
者
の
意
思
に
合
致
す
る
。

　
（
4
）
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
請
負
人
取
得
説
に
よ
り
、
建
物
所
有
権
が
請
負
人
に
在
る
段
階
で
注
文
者
が
そ
の
建
物
に
つ
い
て

保
存
登
記
を
し
て
も
そ
の
登
記
は
な
ん
ら
の
効
力
を
生
じ
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
、
我
妻
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
「
注
文
者
ま
た
は
請
負
人

の
な
す
保
存
登
記
が
、
代
金
の
支
払
そ
の
他
当
事
者
間
の
内
部
関
係
に
よ
つ
て
、
あ
る
い
は
有
効
と
な
り
あ
る
い
は
無
効
と
な
る
こ
と
は
、
第

三
者
に
不
測
の
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
廠
騨
鑛
蹄
鄭
論
）
。
し
か
も
、
新
築
建
物
の
表
示
登
記
お
よ
び
保
存
登
記
は
、
建
築
確
認
書
の
建

築
主
で
あ
る
注
文
者
の
名
に
お
い
て
な
す
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
請
負
人
が
そ
の
所
有
と
し
て
登
記
す
る
こ
と
は
手
続
上

も
で
ぎ
な
い
し
、
ま
た
第
三
者
の
利
益
を
守
る
た
め
に
も
、
建
物
の
所
有
権
は
原
始
的
に
注
文
者
に
帰
属
す
る
と
し
て
お
く
ほ
う
が
有
効
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
虹
淋
た
紀
叶
罫
計
照
）
。

　
（
5
）
判
例
通
説
が
、
完
成
建
物
の
所
有
権
を
請
負
人
に
帰
属
せ
し
め
、
引
渡
に
よ
り
注
文
者
に
移
転
す
る
と
の
理
論
構
成
を
と
り
、
ま
ず

請
負
人
に
所
有
権
を
保
有
せ
し
め
よ
う
と
す
る
実
質
的
理
由
は
、
請
負
人
に
報
酬
請
求
権
に
対
す
る
担
保
手
段
を
得
せ
し
め
よ
う
と
す
る
に
あ

る
（
倣
纈
時
職
噛
齢
紳
醐
舘
軒
徽
項
ゼ
雌
酬
）
。
し
か
し
、
請
負
人
に
建
物
の
所
有
権
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
こ
の
敷
地
使
用
の
法
律
関
係
よ
り
し
て
、

実
質
的
に
は
留
置
権
を
も
つ
の
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
請
負
人
の
代
金
請
求
権
確
保
の
目
的
は
、
留
置
権
・
先
取

特
権
・
抵
当
権
・
同
時
履
行
の
抗
弁
権
等
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
の
で
、
あ
え
て
対
抗
力
の
な
い
所
有
権
を
取
得
せ
ず
と
も
、
こ
の
よ
う
な
担

保
手
続
に
ょ
つ
て
十
分
な
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
儲
源
触
渤
離
蹴
蘇
柳
餅
旺
岨
顛
）
。
東
京
高
裁
の
〔
1
1
〕
の
判
決
は
請
負
人
に
建
物
の
所
有
権

の
帰
属
は
否
認
し
た
が
、
占
有
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
請
負
代
金
未
済
の
請
負
人
の
保
護
を
は
か
る
旨
判
示
し
て
、
注
文
者
取
得
説
の

立
場
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。
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3
　
要
す
る
に
、
建
築
、
而
負
契
約
に
お
け
る
完
成
建
物
の
所
有
権
の
帰
属
は
、
当
事
者
意
思
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は

建
物
建
築
請
負
契
約
の
特
質
と
硝
負
取
引
通
念
に
照
ら
し
て
合
理
的
に
構
成
す
る
と
き
、
建
物
完
成
と
同
時
に
建
物
所
有
権
は
原
始
的
に
注
文

者
に
帰
属
す
る
と
解
す
る
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
。

追
記
　
本
稿
校
正
中
に
吉
原
教
授
の
論
稿
「
請
負
建
築
家
屋
の
所
有
権
取
得
」
（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
一
・
一
二
）
が
発
表
さ
れ
た
。
本
文
に
も
あ
げ
た

　
　
よ
う
に
、
吉
原
教
授
は
本
テ
t
マ
に
つ
い
て
注
文
者
原
始
取
得
説
の
立
場
か
ら
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
先
導
的
論
文
・
判
例
批
評
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
古
原
教
授
の
新
論
稿
を
み
た
い
ま
、
本
稿
に
弄
を
加
え
書
き
改
め
た
い
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
は
他
の
機
会
に
譲
っ
て
、
本
稿
は
そ
の
ま
ま
で
発
表
す
る

　
　
こ
と
に
し
た
。
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